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＜連絡事項＞

· 安ケ平Drの早退について（4/1）～安ケ平Drよりご連絡がありまして、4/1(木)の外来
診療につき、私用があり、10:00にて早退され、その後不在となります。10:00以降は、田名部Drが外来診療に入られます。周知お願いします。
· 間木　静子様の退院療養検討書・計画書・退院時サマリーはそれぞれ必要部数のコピー

は終えています。

中居　松男様の退院療養検討書・計画書の準備は終えていますが、退院時サマリーの記入がまだされていません。担当スタッフは早急に作成をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 加賀谷　芙美子様～予測指示（①低血糖時　②拒食時）は3/26～4/9で指示継続。

Drコールは不要です。

· 袴田　将志様～予測指示（①ハルラック〔0.125〕2T　②ベゲタミンA　1T）は3/26～

4/9で指示継続。Drコールは不要です。

· 舘　ひろ子様～他科薬のウルソ（100）6T　3×ndEは本日で本日朝で切れ、昼より当院

処方、ウルソ（50）12T　3×ndE　6T処方で以後定期となります。

· 蛭名　豊美様～排便－3日でしたが、本日昼排便確認しています。

· 中居　松男様～3/27（土）15:00～17:00、3/28（日）15:00～17:00外出訓練目的にて

外出希望(青明舎・竹内PSW付き添い)あり主治医へ確認、許可となっています。

· 宮　陽子様～3/27（土）9:00～3/29（月）17:00外泊希望あり主治医へ確認、許可とな

っています。

· 下口　政子様～先日実施の検尿検査の結果異常なし。排尿時痛もないとのこと。

· 新堂　寿子様～父様、主治医と今後について面談行っています。

　　　　　　　　父様へ本人が外泊を希望しているが措置の為無理なこと、きちんと服薬し状態が落ち着いたら考えていくことを説明しています。

　　　　　　　　本人5月に退院したいと話すが5月は無理なこと、このままの状態を見ていくことを伝えています。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

· 出河様、戸賀沢様、山田様、中森様は問題無く服薬出来ています。

· 中居　松男様、下口　政子様～自己服薬管理について主治医へ確認、許可となっていま

す。3/26（金）朝より導入。問題が無ければ金･土→1日分、日･月･火→3日分、水より7日分管理とし、すすめていきましょう。

＜作業参加状況＞

· 生駒　哮様～作業中アカシジア様の訴えあり。作業スタッフより体を動かしてみてはと

提案、本人は試してみると話していたとのこと。

· 菅井　浩子様～一昨日より作業中にぼんやりと外を見ていることや、話し掛けに反応を

示さないことがあります。また、作業時間を間違えることが2日続けて」見られているとのこと。

· 横山　耕生様～眠気の訴えが多く聞かれています。スタッフが付き添うことで、比較的

長い時間過ごせているとのこと。

＜川端Dr患者様情報＞

· 柳杭田　かつ子様～今朝は一定リズムの独語聞かれ疎通不良。睡眠後独語は止まり、

　　　　　　　　　　疎通良好、独語活発な様子は記憶に無いと話していることを情報提供しています。

· 横山　耕生様～妄想発言活発で空笑見られていること、妄想と現実の違いも分からない

発言聞かれていることを情報提供しています。

· 田名部　浩平様～母様面会にいらした際、本人がいない所で退院についての家族の意向

を確認するよう指示あります。

· 澤口　直美様～表情ぼんやりしているが日常生活に支障はなく、落ち着いて過ごしてい

ることを情報提供しています。

· 下口　政子様～本日昼、他者に言われたことに対し、一時的に固執していたことを情報　

提供。今後の方針について保護者、グループホームスタッフとの面談を設定していくよう主治医より話があります。

· 佐々木　淳様～病棟で計算行っていること、食事摂取量が減ってきていることを情報提

供しています。

· 戸賀沢　潔様～昨日、本日深夜帯と他者にお菓子をもらって食べていたことを情報提供

しています。

＜川端Dr問診＞

· 戸賀沢　潔様～他者よりお菓子を貰って食べていることに対し指導受けるが理解無く、

今度現行犯で見つかったら東Cへ移動と説明しています。

· 佐々木　淳様～便のでにくさ訴えあり、センナリド1T→2Tへ増薬妬なっています。

· 曽我　正子様～御家族からの差し入れがあることから、面会時間食リストを見せスタッ　

フより説明する様指示あります。

· 間木　静子様～初外来は3/31（水）11:00～、臨時薬は本日より6日分処方。外来通院

は1回/2週となります。アローゼンは便秘時の頓服へ変更、背部湿疹へ

はデルモゾールG軟膏1本処方となっています。

· 横山　耕生様～幻聴、妄想に左右された発言聞かれていることから、本日夕より

ヒベルナ（25）1T　1×夕　7日分臨時処方となっています。

· 澤口　直美様～本人外出・泊希望されているが、次の生理が終わり状態が安定している　

ことを確認後検討していくことを本人へ伝えています。

＜退院療養検討会＞

間木　静子様　　　入院日：平成22年2月3日

　　　　　　　　　退院予定日：平成22年3月27日　10:30

　　　　　　　　　主病名：うつ病

　　　　　　　　　合併症：更年期障害

本人の意向と治療意思

　　　ホルモン剤治療終了次第、退院を希望され主治医より外泊を何回か実施し、問題が無ければ退院許可となると説明を受け納得。問題無く外泊実施出来ている。

家族の意向と受け入れ態勢（看護・SW）

　　　退院について夫婦で話し合われ、夫様は退院を楽しみにされており退院後時期は未定であるが借家から一戸建てに引っ越す予定となっている。引っ越すことで義母とに中過ごす部屋が別になり、距離を置いて過ごす時間を確保出来る予定。

　　　夫や子の面会は定期的に行われており、面談や外出訓練等の治療には協力的である。自宅への受け入れも問題ないが、自宅での家事や、姑の介護の精神負荷が大きく症状が再燃する可能性を懸念している。近日中に中古住宅に引っ越す予定であるが、環境変化に注意を要する。

医師の治療方針

　　　2週に1回の外来通院

利用できる社会資源（SW）

　　　自立支援医療、姑の介護保険サービス

日常生活レベルでの援助の必要性（看護・OT・心理）

　　　夜間の睡眠は取れているが、大勢の人が居る場は他者が気になるとの理由で自室で過ごすことが多い。病棟内では他者交流は図れている。

社会生活上の問題点

　　　義母との関係（世話・コミュニケーション）がストレスになり、症状再燃の可能性がある。義母は入院前と同様に通所介護サービスを利用されている。

　　　姑は現在通所介護サービスを利用している（月・水・金）。義母の今後について、施設入所は利用料が高いことから検討されていないとのこと。今後も姑の介護ストレスにより症状が再燃する可能性がある。姑は要介護3で、短期入所や訪問介護を導入することが可能。生活状況等により姑方のケアマネージャーと連携してケース検討・サービス調整を図っていく必要がある。

服薬の認識（看護・薬局）

　　　継続した服薬の必要性は理解できている。

期待されるゴール

　　　継続した服薬により病状が安定し、生活出来る。

今後必要とされるリハビリテーション

　　　定期的な外来通院、服薬の継続。

退院可能時期及び退院に必要とされる条件

　　　生活リズムの確立。義母の世話を行いながらも安定した日常生活が送れる。

継続すべき検討事項及び特記事項

　　　小坂Drより婦人科診察にて外来通院日に簡略更年期指数表の3項目

1 腰や手足が冷えやすい

2 息切れ動悸がする

3 くよくよしたり憂うつになることがあるか

を確認して結果を小坂Drへ連絡するよう指示が出ています。

　　　

